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第６回 徳島市立学校適正規模・適正配置等検討委員会 議事録 

 

と き 令和７年８月１５日（金） 

午前１０時から 

ところ 徳島市役所 ８階 

庁議室 

♦出席者 

[委員] 

 選出区分 所属・職 氏名 

１ 

学識経験者 

徳島大学大学院教授 小川 宏樹 

２ 徳島大学大学院教授 奥嶋 政嗣 

３ 鳴門教育大学大学院客員教授 竹内 敏 

４ 
学校関係者 

徳島市･名東郡中学校長会会長 安西 政和 

５ 徳島市･名東郡小学校長会会長 山崎 眞弘 

６ 地域代表 徳島市民生委員児童委員協議会会長 木村 洋一郎 

７ 
保護者代表 

徳島市･名東郡ＰＴＡ連合会中学部会代表 大杉 麻弥 

８ 徳島市･名東郡ＰＴＡ連合会小学部会代表 佐野 崇之 

９ 
公募委員 

 大薮 進喜 

１０  細川 充美 

（敬称略） 

【教育委員会】 

役 職 氏 名  

教育長 松本 賢治 

 

 [事務局職員] 
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所 属 役 職 氏 名 

教育委員会事務局 教育次長 福田 美知子 

教育委員会事務局 教育次長 谷中 智徳 

教育委員会事務局学校教育課 課長 三並 亜希 

教育委員会事務局学校教育課 課長補佐 山中 祐二 

教育委員会事務局学校教育課 課長補佐 田中 健介 

教育委員会事務局学校教育課 学事係主査指導員 鶴澤 宏明 

教育委員会事務局学校教育課 学事係長 三木 梓 

教育委員会事務局総務課 課長 谷口 智也 

教育委員会事務局総務課 課長補佐 仁木 純一郎 

教育委員会事務局体育保健給食課 課長 井上 富夫 

教育委員会事務局体育保健給食課 課長補佐 山崎 雅和 

♦次 第 

１ 開 会 

２ 議 題 

 (１) 答申書について 

３ 教育長への答申 

４ 閉 会（解散） 

【配付資料】 

 (１) 徳島市立学校適正規模・適正配置等検討委員会 第６回会議資料 

   

◆内容 

1 開会 

【事務局】 
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ただいまから、第６回徳島市立学校適正規模・適正配置等検討委員会を開催いたし

ます。 

会議に入ります前に、本日欠席されております委員は２名であり、全１２名の委員

うち１０名がご出席いただいておりますので、検討委員会設置要綱第６条第２項の規

定による委員の半数以上の出席が適っておりますことをご報告いたします。 

本日は、お配りした「次第」にありますとおり、答申書の最終確認と「教育長への

答申」を予定しております。 

前段の答申書の最終確認につきましては、検討委員会設置要綱第 6条の規定に基づ

き、委員長に議長をお願いし、進行をお願いしたいと存じます。 

委員長よろしくお願いします。 

 

２ 答申書について 

【委員長】 

それではお手元の次第に沿って進めてまいりたいと思います。 

まず議題の１つ目です。 

前回からの答申書（案）の修正点について、事務局よりお願いいたします。 

【事務局】 

会議資料の 1ページをお願いいたします。 

1 ページには、前回第５回検討委員会でいただきました指摘事項および、それに対

する対応内容について一覧としてまとめさせていただいております。 

２ページをお願いいたします。 

２ページからは、答申書の修正を加えた内容になっております。 

本日は最後の検討委員会ですので、改めて答申の内容を、順次ご説明させていただ

きます。 

２ページの下段、「諮問に対する答申」をご覧ください。 
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―――――――――― 答申内容読み上げ ―――――――――― 

この答申内容につきましては、委員の皆様にご意見を伺いながらここまでまとめて

きたところですが、本日欠席されている委員より、一点追加のご意見がございました

ので共有させていただきます。 

お手元に配付しておりますメールの文章をご覧ください。 

資料４ページ⑴「徳島市の現状」の２つ目の○の部分について。 

今回加えました「人口規模など地域の実情を踏まえた」という文言についてです

が、委員のご意向としては、「人口密度が市の中心部と周辺部では異なるため配慮が必

要」ということをこれまでの委員会の場で述べられたという経緯も踏まえて、もう少

し具体の内容を書き込んではどうか、というご意見となっております。 

今回のご意見を受けて、事務局で協議いたしましたところ、「人口規模など地域の実

情を踏まえた」の文言については、人口密度や面積についても含めた内容となってい

ること、また、この部分の粒度を高めて書いてしまうと、他とのバランスが難しくな

ってくることから、現行の表記に留めたいと考えておりますが、委員の皆様のご意見

を頂戴したいと思います。 

委員長よろしくお願いします。 

【委員長】 

ただいま事務局から説明いただいた、答申書の修正部分および委員からのご意見に

ついて、ご意見ご質問ありましたらお願いします。 

答申内容については、これまでの議論が反映されているかどうか、後半の委員から

のご意見については、「人口密度や面積について、一律の数字にしたがって規定するも

のではない」ということを、これまでの議論の中でも確認しておりますので、現在の

表記で留めても問題ないのでは、と思っております。 

いかがでしょうか。 

【委員】 

―――――――――― 意見なし ―――――――――― 

【委員長】 
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特にご意見ないようですので、ただいまの内容で記名し、答申書の最終形とさせて

いただきます。 

―――――――――― 答申書への委員長署名 ―――――――――― 

これまでの６回の委員会で、皆様の活発なご議論をいただき、無事に答申書をまと

めることができました。 

本日で、委員会は解散いたします。 

皆様ありがとうございました。 

それでは、事務局に進行をお返しいたします。 

 

３ 教育長への答申 

【事務局】 

委員長ありがとうございました。 

ここからは、次第に従い、教育長への答申セレモニーに移らせていただきます。 

 委員長ならびに教育長は、ご起立いただき、前方へお願いいたします。 

 それでは、委員長、答申書をお渡しください。 

―――――――――― 答申書手交 ―――――――――― 

【委員長】 

徳島市教育委員会 教育長 松本賢治様 

徳島市立小・中学校の適正規模及び適正配置等に関し、検討委員会として審議を重

ね、整理いたしましたので答申いたします。 

委員長 小川宏樹 

【教育長】 

 ６回にわたる慎重なご審議、大変ありがとうございました。 

 確かに受け取りました。 
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【事務局】 

ありがとうございました。 

ここで松本教育長から挨拶がございます。 

【教育長】 

徳島市立学校適正規模・適正配置等検討委員会委員の皆様、４月２８日の諮問以

来、これまで６回にわたり熱心なご審議を賜り、誠にありがとうございました。ま

た、お疲れ様でございました。 

 ただ今、委員長から受け取りました答申書の内容は勿論のこと、これまでご協議い

ただいた課題やご指摘いただいたご意見のすべてを、今後、策定する徳島市立学校の

適正な規模と配置の基本方針や、学校の再編を検討する際の参考とさせていただき、

将来にわたる、より良い教育環境の整備や学校教育の充実に努めてまいりたいと考え

ております。 

 また、こちらの検討委員会は、ただ今の答申書の受け取りをもって解散となります

が、委員の皆様方には、今後も引き続き、徳島市教育行政の良きアドバイザーとし

て、末永くご理解・ご協力いただけますようお願いいたします。 

 重ねますが、６回の慎重審議、大変ありがとうございました。 

 

４ 閉会 

【事務局】 

以上で、本日の予定を全て終了いたしました。 

委員の皆様方におかれましては、５か月の間、熱心なご審議に加え、スムーズな進

行にご協力いただき、本当にありがとうございました。 

これにて、当検討委員会を解散いたします。 

お疲れ様でした。 


